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＜定例会の主な議題及び要旨＞ 

 

令和５年５月２５日（木） 

 

 

【報告事項】 

１ コンビニエンスストアと連携したニセ電話詐欺予防活動について 

 (生活安全部・地域部) 

警察本部から「ニセ電話詐欺のうち、電子マネーカード利用権をだましとる「電子マ

ネー型」の被害が増加していることに伴い、コンビニエンスストアと連携した対策を講

ずることにより、被害の未然防止を図る。具体的には、福岡県コンビニエンスストア等

防犯協議会と協働して作製した声掛けシートを県内のコンビニエンスストアに配布し、

従業員から電子マネーカードの購入客に同シートを示し、詐欺ではないか確認の声掛け

を実施してもらうほか、警察官が街頭活動の際にコンビニエンスストアに立寄り、積極

的な声掛けについて働き掛けていく。」旨の報告があった。  

公安委員から「声掛けシートは、コンビニエンスストアのみに配布するのか。」旨の

発言があり、警察本部から「被害者の多くがコンビニエンスストアで電子マネーカード

を購入していることから、まずはコンビニエンスストアに配布する。」旨の説明があっ

た。 

  公安委員から「電子マネー型についても、高齢者の被害が多いのか。また、電子マネ

ーカードの金額にも限度があると思うが、高額の被害も発生しているのか。」旨の発言

があり、警察本部から「電子マネーカードについては、幅広い世代で被害が発生してい

るが、高齢者の被害が約半数を占めている状況であり、コンビニエンスストアには、電

子マネーカードを購入する高齢者が来店した際は、声掛けを徹底していただくようお願

いしている。また、電子マネー型でも数百万円の被害が発生しているほか、そこから現

金送付型に切り替えて、更に被害が拡大しているケースもある。」旨の説明があった。 

  公安委員から「パソコン等のウイルス感染を装ったサポート詐欺については、被害者

はどのように対処すればよいのか。」旨の発言があり、警察本部から「再起動すること

で、警告音や表示が解除されるケースがほとんどである。」旨の説明があった。 

 

２ 暴力団事務所の撤去について           

（暴力団対策部） 

警察本部から「福津市の申立てに基づき、福岡地方裁判所から事務所使用禁止の仮

処分命令がなされていた指定暴力団神戸山口組傘下組織事務所については、組長が土

地・建物を同組織とは関係のない人物に譲渡し、事務所を撤去することで福津市と合

意が成立した。」旨の報告があった。 

公安委員から「暴力団側は、地域住民の要望等を踏まえて撤去に応じたのか。」旨

の発言があり、警察本部から「本件事務所については、福津市が地域住民の意見を代

表し、裁判所に対して事務所使用禁止を申し立て、仮処分命令が発出されたことで使

用できない状況となっていたことから撤去に応じたものと思われる。」旨の説明があ

った。 

 

３ 福岡県暴力団排除条例の規定による再発防止命令の発出について 

 （暴力団対策部） 

警察本部から「太州会及び五代目工藤會については、令和３年にも本件と同様の再発

防止命令を発出していたところ、両団体とも命令効力経過後に配下組員による建設事業



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

者への金銭要求行為等が判明し、今後も発生のおそれを認めたことから、再度、再発防

止命令を発出した。」旨の報告があった。  

公安委員から「本命令により、どのような効果が期待できるのか。」旨の発言があり、

警察本部から「本命令は、暴力団のトップに対し、組員に違反行為をさせないよう自ら

指示・命令することを命ずるものであり、資金獲得活動が大きく制限されるなどの効果

が期待できる。」旨の説明があった。  

 

４ 株主総会特別対策本部の設置について             

（暴力団対策部） 

警察本部から「例年６月に県内企業の株主総会が集中開催されていることから、総会

屋等による妨害行為や不当要求行為を抑止・検挙することを目的として、株主総会特別

対策本部を設置する。企業との連携を強化して事前情報の入手に努めるとともに、会場

内外における警戒、総会屋等に対する取締り及び保護対策を徹底することとしている。」

旨の報告があった。  

公安委員から「県内の総会屋について、活発な活動は認められないように思われるが、

コロナ禍が落ち着いたことで、今後活発化しそうな気配はあるのか。」旨の発言があり、

警察本部から「ご指摘のとおり、コロナ禍が落ち着いてきたこともあるため、油断する

ことなく、引き続き警戒していく。」旨の説明があった。  

 

５ 秋篠宮皇嗣同妃両殿下のお成りに伴う警衛概要について         

（警備部） 

  警察本部から「６月３日、秋篠宮皇嗣同妃両殿下が北九州市内で開催される第３４回

全国「みどりの愛護」のつどいに御臨席されることに伴い、御対象の御身辺の絶対安全

確保、歓送迎者の雑踏等による事故防止等を基本方針とし、所要の体制により警衛警備

を実施する。」旨の報告があった。 

  公安委員から「警察にとっては大変厳しい情勢であるが、しっかり警備してもらい

たい。」旨の発言があった。 

 

 

【その他報告事項】 

１ Ｇ７広島サミット警備の終了について 

                                   （警備部） 

  警察本部から「Ｇ７広島サミットに伴う本県の特別派遣部隊については、全ての任

務を完遂し、本日までに全部隊が帰県した。」旨の報告があった。 

 


